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特集●転換期の結核対策─医療と予防

低まん延時代におけるわが国の結核医療体制の展望 公益財団法人結核予防会結核研究所副所長 加藤 誠也

地域の結核医療の現状と課題

1)北海道の結核医療体制の現状と課題 (独)国立病院機構北海道医療センター呼吸器内科医長 鎌田 有珠

2)東京都における結核医療体制の現状と課題 東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課 吉田 道彦

3)和歌山県の結核医療体制の現状と課題 (独)国立病院機構和歌山病院 駿田 直俊

4)長崎県における結核医療体制の現状と課題 長崎県福祉保健部医療政策課課長 川良 数行

外国人結核患者の動向と結核医療の課題 神戸市中央区保健福祉部兼神戸市保健所医務担当課長 藤山 理世

結核感染診断検査の原理とその検査の実施上の課題 一般社団法人免疫診断研究所所長 原田 登之

潜在性結核感染症対策の展望─世界の現状，日本の現状
(公)結核予防会結核研究所対策支援部医学科長 伊藤 邦彦

プライマリ・ケアセンターを基盤とした結核対策システム─西成特区構想 関西大学社会安全学部 高鳥毛敏雄

●視点

禁煙・嫌煙権運動 35 年と今後の課題 タバコ問題情報センター代表理事 渡辺 文学
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最近，健康関連の記念日が増えています．新しいもの

としては，禁煙の日(毎月 22 日)があります．数字の 22

の形を2 羽の白鳥に見立てて「スワンスワンで禁煙を！」と

いうスローガンで，禁煙運動が推進されています．

3 月は 3 日の「耳の日」，24 日の「世界結核デー」な

どがあります．このように，通常の記念日は特定の月日を

指定しておりますが，CKD(慢性腎臓病)の普及啓発を目

的とした「世界腎臓デー」は，L毎年 3 月の第二木曜日P

という変則的な設定です．しかも(私だけかもしれません

が)，LCKDPという造語にも違和感があります．腎機能や

腎不全などの腎の英語表記にはLRenalPが使われるの

に，なぜLKidneyPなのか？ という疑問もありました．

残念ながら，なぜ第二木曜日としたのかは本号の特集

でも触れられませんでしたが，CKDという新しい疾患概念

が提唱された理由や意義などについては，それぞれの著

者から繰り返し紹介され，理解が深まりました．英語表記

の疑問も解けました．CKD は，腎臓専門医よりも非専門

医(かかりつけ医)や検診機関，市民などへの普及啓発と

相互連携の推進を重視した用語であることに初めて気付き

ました．

さらに，熊本市のCKD対策プロジェクトからは，明確な

目的を持った新しい疾患概念の導入が，地域保健強化の

呼び水になることを実感しました．「メタボ」はイマイチでし

たが，今後も公衆衛生活動の強化につながるような，新た

な疾患概念の登場を期待したいところです．

(阿彦忠之)
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多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授

編集委員 (50 音順)

阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

品川 靖子 公益財団法人東京都予防医

学協会参与

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 東京都福祉保健局医療政策

部担当部長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長

©
IG
A
K
U
-
S
H
O
IN

L
td
,
2
0
1
3

2026/09/14 07:15:07


